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海底圧力計（Paroscientific depth sensor）の傾斜による測定値の変化について
Value change of ocean bottom pressure gauge (Paroscientific depth sensor) by inclination
of the sensor
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はじめに
　 Paroscientific社の depth sensorを用いた海底圧力計は、海底での上下変動を捉えるために最近様々な場所で使用さ

れている（例えば、稲津　他、2012）。この圧力計の観測誤差は 0.5hPa程度 (水圧換算で約 5mm)（例えば、河野　他、
2012）であり、海底下の地震や房総沖などの大規模なスロースリップの観測に有効であると考えられている。しかし、こ
のセンサーは、センサーの姿勢を変化させると、センサー位置変化以上の測定値の変化をしてしまうということが知られ
ている。これは、地震時の地殻変動による海底圧力計の傾斜によって、正しい観測ができない可能性を示している。そ
こで本発表では、圧力計の傾斜による測定値の変化を計測し、観測誤差と傾斜範囲について議論する。

測定と結果
　使用したセンサーは、Paroscientific社の intelligent depth sensor 8CB2000-Iである。測定は、空中でまずセンサーを

真下に向けてセットし、次にセンサーを設定した傾斜角度にする。観測値が安定したのち、再びセンサーを真下に向け
るという操作を行い、真下を向いている時と傾斜している時の値の差を取った。この測定の際、センサーを傾ける時に
は、ゆっくり傾けないと傾斜後測定値があばれるということが分かった。数十秒かけて変化させることにより安定した
観測値が得られた。また、得られた観測値に対して球面調和関数を用いたフィッティングを行った。
　測定の結果、傾斜による測定値の変化は、10度の傾きで約 2 hPa、20度で約 6 hPa、30度で約 12 hPaと傾きが増す

につれて大きくなった。また、測定値の変化は真下に対して対称ではなく、真下より 15度ほど傾いた点を中心に変化し
ている結果となった。また、傾斜に対する測定値の再現性は、標準偏差 0.3hPaの範囲になることもわかった。これより、
観測誤差 0.5 hPa以内になるには、海底圧力計が水平に着底した場合（センサーが真下を向く場合）、± 5度以内の傾斜
変化となることが分かった。海底圧力計が傾いて着底した場合は、許容範囲は狭くなり、例えば 20度傾いた場合は± 2
度ほどになる。
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